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まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

（
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

防
火
・
防
災
の
心
意
気
新
た
に

消
防
出
初
式
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町
と
町
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

町
運
営
協
議
会
主
催

の「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
、
１
月
６
日
、
役

場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

新
春
を
祝
う
毎
年

恒
例
の
行
事
で
、
来

賓
の
地
元
選
出
国
会

議
員
や
府
議
会
議

員
、
町
議
会
議
員
、

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
行

政
機
関
な
ど
各
界
の

関
係
者
ら
約
２
０
０

　

町
内
巡
回
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
が
昨
年
12

月
31
日
を
も
っ
て
運
行
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
は
、平
成
16
年
４
月
か

ら
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
結
ぶ
住
民
の
皆

さ
ん
の
「
足
」
と
し
て
、
東
西
２
ル
ー
ト
で

運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
数
が
伸
び

悩
む
中
で
、
赤
字
補
て
ん
と
し
て
町
の
一
般

会
計
か
ら
多
額
の
運
行
経
費
の
支
出
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
ま
た
、
車
両
の
更
新
時
期
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
運
行
を
終
了
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

12
月
31
日
、
東
西
各
ル
ー
ト
の
最
終
便
の

　
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
に
代
わ
る
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
「
足
」
と
し
て
、
昨
年
12
月
か
ら
運

行
を
開
始
し
た
の
が
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」

で
す
。

　

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
は
、
町
内
を
運
行
エ

リ
ア
と
し
て
、
電
話
で
予
約
し
て
、
地
域
の

集
会
所
や
公
共
施
設
近
く
に
設
け
た
停
留
所

か
ら
目
的
地
近
く
の
停
留
所
ま
で
最
短
ル
ー

ト
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
月
20
日
現
在
、

１
１
１
６
人
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、昨

11
年
間
あ
り
が
と
う
。 「
の
っ
て
こ
バ
ス
」に
お
別
れ

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

全
員
で
町
の
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
、
発
起

人
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
信
貴
康
孝
町

長
は
、「
新
た
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
ち
の
能
力
を
信
じ
、
誇
り
の
意
味
を

持
つ
『
矜き

ょ
う
じ持

』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
が
、久
御
山
の
矜
持
を
創
生
し
、

守
り
、
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
強
い
信
念
を

共
有
し
、『
次
代
に
誇
れ
る
我
が
ま
ち
く
み

や
ま
』
の
実
現
に
向
け
ま
い
進
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
島
宏
樹
町
議
会
議
長
や
田
中
準
一

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
長
の
挨
拶
の
後
、

西
村
好
町
商
工
会
長
の
発
声
で
昆
布
茶
で
乾

杯
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
田
中
壽
嗣
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
久

12月から運行した「のってこタクシー」

役場前で信貴町長から最終便の
運転手に花束を

久御山の矜持を創生、
つないでまちづくり

新春のつどい

到
着
時
、
信
貴
康
孝
町
長
や
町
議
会
議
員
、

町
職
員
ら
が
出
迎
え
、
信
貴
町
長
か
ら
運
転

手
に
花
束
を
贈
呈
し
て
、
11
年
間
の
運
行
に

感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

長
い
間
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
回
数
券
の
払
い
戻
し

　
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
は
12
月
31
日
を
も
っ
て

運
行
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
お
持
ち
の
回
数

券
は
、
役
場
都
市
整
備
課
で
払
い
戻
し
し
て

い
ま
す
。

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

「
の
っ
て
こ

タ
ク
シ
ー
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
12
月
の
利
用
者
数
は
１
日
平
均
５
人
で
す

が
、
１
月
以
降
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

利
用
登
録
は
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
で
き
ま

す
。
登
録
申
請
書
は
、
役
場
都
市
整
備
課
の

ほ
か
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
、
荒
見
苑
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ
い
あ

い
ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
都
市
整
備
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

料
金
は
、
大
人
１
～
２
人
利
用
時
１
人

３
０
０
円
、
３
人
以
上
利
用
時
１
人
２
０
０

円
で
、
回
数
券
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

回
数
券
は
１
０
０
円
券
11
枚
綴
り
が
１
，

０
０
０
円
。
タ
ク
シ
ー
車
内
や
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
役
場
都
市
整
備

課
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

運
行
時
間
は
、
午
前
８
時
台
か
ら
午
後
５

時
台
ま
で
で
、
各
停
留
所
で
の
乗
車
時
刻
は
、

○
時
00
分
、
15
分
、
30
分
、
45
分
の
15
分
単

位
で
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
行
は
、
加
茂
タ
ク
シ
ー
㈱
に
委
託
し
て

い
ま
す
。予
約
の
電
話
は

０
１
２
０（
２
２
） 

９
３
８
０
で
す
。　　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課
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新
春
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

10
日
、久
御
山
中
央
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
、
消
防
職
員
・
団
員
の
士
気
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
町

の
消
防
力
を
公
開
し
、
防
火
・
防
災
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

式
は
、
府
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
な
ど

町
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
や
来
場
者
を
迎

え
る
中
、
厳
粛
・
盛
大
に
行
わ
れ
、
消
防
職

員
・
団
員
・
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
合
わ
せ

て
１
９
３
人
が
、
防
火
・
防
災
へ
の
心
意
気

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
で
は
、
久
御
山
中
学
校
吹
奏
楽

部
（
１
、２
年
生
部
員
29
人
）
が
演
奏
す
る

「
春
の
道
を
歩
こ
う
」
に
合
わ
せ
て
入
場
、
団

結
力
と
規
律
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
動
報
告
、
服
装
及
び
機
械
器
具
点
検
の

　

１
月
15
日
、
町
役
場
で
、
町
と
社
会
福
祉

法
人
八
康
会
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生

苑
（
坊
之
池
）、医
療
法
人
啓
信
会
の
介
護
老

人
保
健
施
設
ひ
し
の
里
（
佐
古
）
と
の
間
で
、

「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設

置
運
営
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害
時
に
学
校
体
育

館
な
ど
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
が
困
難
な

高
齢
や
障
害
な
ど
の
た
め
に
、
特
別
に
配
慮

防
火
・
防
災
へ
心
意
気
新
た
に
消
防
出
初
式

御
山
町
運
営
協
議
会
会
長
が
一
本
締
め
し
、

本
年
が
明
る
く
、
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
る

よ
う
祈
念
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

１月６日、役場コンベンションホールで開かれた新春のつどい

力強く入場行進する消防団員

式典に花を添えた久御山中学校の吹奏楽

後
、
信
貴
康
孝
町
長
は
「
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、関
係
機
関
が
連
携
し
、安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
式
辞
。
こ
の
後
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
貢
献
し
て
い
る

消
防
団
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
、
久
御
山
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
が
、「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
や

「
負
け
な
い
で
」
な
ど
を
演
奏
し
、
出
初
式
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
最
後
に
、
消
防
隊
や
消

防
団
員
が
晴
れ
渡
っ
た
新
春
の
大
空
に
一
斉

放
水
し
、
消
防
力
を
披
露
し
ま
し
た
。

町
内
民
間
施
設
と

「
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
協
定
」を
締
結

さ
れ
た
避
難
所
の
こ
と
で
、
そ
の
開
設
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
、
施
設
に
受
け
入
れ
を

要
請
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、八
幡
市
の
府
立

八
幡
支
援
学
校
と
協
定
し
て
い
ま
す
が
、
町

内
施
設
と
の
協
定
は
初
め
て
で
す
。

　

締
結
式
で
協
定
書
に
署
名
し
た
後
、
信
貴

康
孝
町
長
は
「
本
日
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
良
好
な
環
境
で
生
活
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
具
体
的
な
対
象
者
や
受
入
要
請
手

続
き
な
ど
詳
細
を
協
議
し
、
い
ざ
と
い
う
時

の
開
設
に
向
け
、
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

締
結
後
、
握
手
を
交
わ
す
信
貴
町
長(

中
央)

と
八
康
会
の
南
八
王
理
事
長(
左)

、
啓
信
会

の
原
政
幸
常
務
理
事(

右)
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１
月
11
日
の
成
人
の
日
に
、「
久
御
山
町
成
人
式
」

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
対
象
者

１
９
２
人
の
う
ち
、
１
３
８
人
が
式
典
に
参
加
。感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
が
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

20
人
の
実
行
委
員
に
よ
り
、
司
会
進
行
や
受
付
が
行
わ
れ
、

家
族
や
恩
師
ら
が
見
守
る
な
か
、
華
や
か
な
中
に
も
厳
か

な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
信
貴
康
孝
町
長
が
、「
10
年
、
20
年
先
の
未

来
の
本
町
の
姿
を
描
く
の
は
、
次
代
を
立
派
に
生
き
ぬ
く

若
い
方
の
行
動
力
と
そ
の
責
任
能
力
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
本
町
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
若

者
ら
し
い
意
見
や
発
想
を
是
非
、
町
政
へ
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
と
、
そ
れ
に
応
え

て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
松
村
湧
輝
さ
ん（
林
）
と
田
村

優
奈
さ
ん（
林
）
が
「
大
人
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
責
務
を

果
た
し
な
が
ら
、
命
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
地
域
社
会
、
さ
ら
に
は
国
際
社
会
の
創
造
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
「
あ

な
た
が
誇
る
久
御
山
町
の
ス
ポ
ッ
ト
は
？
」
と
題
し
た
模

擬
投
票
が
行
わ
れ
、「
流
れ
橋
」
や
「
前
川
堤
の
桜
並
木
」

な
ど
を
抑
え
て
「
イ
オ
ン
久
御
山
店
」
が
１
位
に
な
り
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
実
行
委
員
会
主
催
の
交
歓
会
が
開
催
さ

れ
、
友
人
た
ち
と
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
！
新
成
人

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、

大
人
と
し
て
の
第
一
歩

▲懐かしい恩師との再会

▲輝かしい未来に向かう新成人

▲懐かしい友人との再会
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くみやま
フォトグラフ

◀
成
人
式
の
前
に
み
ん
な
で
揃
っ
て
記
念
撮
影
◀
成
人
の
言
葉
を
述
べ
る
松
村
さ
ん（
右
）
と
田
村
さ
ん（
左
）

◀
旧
友
と
の
再
会
で
話
が
弾
む

▲模擬投票に一票を投じる新成人

新成人の声

田村　瑠菜さん（佐山） 大西　啄斗さん（市田） 大里　武さん（林）岸　穂奈美さん（西一口）

二十歳の思い

　まだ、大人になった
という実感がないで
す。今は学生ですが、
将来は人の助けになる
ような仕事をしたいで
す。

　人の役に立つ仕事が
したいと思い、今、保育
士を目指して勉強して
います。みんなの心に
寄り添える保育士にな
りたいです。

　20歳になって、いい
かげんな気持ちではい
られないという気持ち 
です。親に頼ることな
く、自分で何でもでき
るようになりたいで
す。

　子どもの頃からの夢
である研究職に就くた
めに、現在、地学系の研
究をしています。今日
を機会に、立派な大人
になれるように一層頑
張りたいです。

◀
気
合
い
を
入
れ
て
式
に
臨
む

▲友人との再会を喜ぶ新成人
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高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
年
々
増
え
、
介
護
保

険
制
度
は
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
中
に
は
、
介
護
施
設
の
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
つ
い
て
、

要
望
や
不
満
、
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
も
全
て
の
要
望
に
応
え
ら
れ
ず
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
う
い
っ
た
利
用
者
や
事
業
所
の
声
や
意
見
を
お
聴
き
し
、

よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
手
助
け
し
て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

▲利用者と和やかに話をする介護サポータ―

介
護
施
設
と
利
用
者
の
声
を〝
橋
渡
し
〟

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
利
用
者
の
選

択
・
判
断
に
基
づ
く
契
約
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、
介
護
保

険
施
設
の
対
応
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
つ

い
て
、
要
望
や
希
望
、
疑
問
や
不
満
を
抱
き

な
が
ら
、
職
員
に
対
す
る
遠
慮
な
ど
か
ら
、

人
知
れ
ず
我
慢
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
も

利
用
者
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
よ
り
よ
い
介
護
保

険
制
度
運
営
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
行
政
と
の〝
橋
渡
し
役
〟

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
先
立
ち
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
長

が
委
嘱
し
、
任
期
は
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。現
在
、
町
で
は
７
人（
男
性
１
人
、
女
性

６
人
）の
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容

①
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
を
訪
問

　

�　

月
２
回
程
度
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
ね
ま

す
。
通
常
２
人
１
組
で
訪
問
し
ま
す
。

②
利
用
者
か
ら
話
を
聴
く

　

�　

利
用
者
と
交
流
す
る
な
か
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
を
把
握
し
ま
す
。

③
町
へ
報
告

　

�　

相
談
内
容
の
客
観
的
事
実
に
基
づ
き
、

相
談
記
録
を
ま
と
め
、
活
動
報
告
書
を
提

出
し
ま
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
ま
ず
利
用
者
か
ら

苦
情
や
不
満
な
ど
を
聴
い
た
後
、
そ
の
話
が

　

▼�

単
な
る
行
き
違
い
や
情
報
不
足
に
よ
る

も
の
か

　

▼�

個
人
の
好
き
嫌
い
に
よ
る
要
望
な
の
か

　

▼�

介
護
の
質
に
関
わ
る
も
の
な
の
か

　

▼�

虐
待
・
詐
取
な
ど
に
あ
た
る
の
か

　

な
ど
を
見
極
め
ま
す
。
そ
の
上
で
本
人
へ

の
助
言
や
、
事
業
者
側
と
意
見
交
換
を
重
ね

て
問
題
の
あ
り
か
を
提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
改
善
に
つ
な
が
る 

提
案
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
の
関
与
が
必
要
な
場
合

は
、
町
の
事
務
局（
長
寿
健
康
課
）
を
通
じ

て
適
切
な
対
応
策
を
と
り
ま
す
。

声
な
き
声
を
聴
く
こ
と
も
…

　

た
と
え
相
談
を
受
け
な
く
て
も
、
利
用
者

と
の
何
気
な
い
会
話
や
、
気
に
な
る
行
動
な
ど

を
通
じ
て
、
問
題
や
改
善
点
な
ど
を 

発
見
し

た
ら
、
必
要
に
応
じ
て
施
設
・
事
業
者
に
伝
え

る
の
も
、
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
目
で
す
。

認
知
症
の
人
の
話
も
上
手
に
聴
け
る

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
研
修
を
通
じ
て
認

知
症
の
人
へ
の
基
本
的
な
知
識
と
対
応
な
ど

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
間
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
時
間
を
過
ご

し
た
り
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
な
か
で
、
本

人
に
何
か
不
安
な
気
持
ち
が
あ
っ
て
行
動
に

表
れ
て
い
な
い
か
、
適
切
な
ケ
ア
が
な
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
み
て
、
施
設
と
問
題
の
解

消
、
ケ
ア
の
改
善
に
向
け
て
相
談
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

え
っ
！�

車
い
す
を
押
し
て
は
い
け
な
い
の
？

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
が
や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

▼
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
評
価

　

▼�

車
い
す
へ
の
移
乗
、
食
事
の
介
助
な
ど

●
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍
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「
介
護
」
に
あ
た
る
行
為

　

▼
利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
仲
裁

　

▼
家
族
問
題
に
関
す
る
こ
と
へ
の
介
入

　

▼
遺
言
・
財
産
処
分
に
関
す
る
相
談

　

▼
物
品
の
修
理

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
も�

メ
リ
ッ
ト
が

　

施
設
な
ど
事
業
者
に
と
っ
て
、
介
護
サ
ポ

ー
タ
ー
を
通
し
て
利
用
者
の
日
常
の
声
を
聴

く
こ
と
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
点

を
探
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
に
お
い
て
も
、
施

設
が
開
放
的
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
材
料
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ま
た
は
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
と
の
相
談
、
苦
情
等
対
応
の
記
録
が

あ
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
を�

募
集
し
て
い
ま
す

　

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

資
格
／
介
護
経
験
者
ま
た
は
福
祉
分
野
に

関
心
の
あ
る
人
。
※
活
動
に
先
立
ち
、
介

護
相
談
員
養
成
研
修（
新
人
研
修
）
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す　

■
募
集
人
数
／
若
干
名（
欠
員
の
補
充
）

■
任
期
／
平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら
２
年

■�

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
長

寿
健
康
課
へ
。
※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
学
力
調
査
か
ら　

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
小
・
中
学
校

と
も
に
、
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理
科
に

お
い
て
、
全
国
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
教
科
と
も
中
学
３
年

生
よ
り
小
学
６
年
生
の
方
が
、
全
国
平
均

と
の
差
が
小
さ
い
結
果
で
し
た
。

●
質
問
紙
調
査
か
ら

　
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
」、

「
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
起
き
て

い
ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、
久
御
山
町
の

児
童
・
生
徒
の
９
割
以
上
が
「
当
て
は
ま

る
」、
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に

寝
て
い
ま
す
か
」
や
「
学
校
に
行
く
の
は

楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、

「
当
て
は
ま
る
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
、
当
て
は
ま
る
」
と
多
く
の
児
童

平
成
27
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら

学力向上へ家庭学習や生活習慣の定着を

　
　

年
４
月
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校

　
　

３
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
「
文

部
科
学
省
に
よ
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査（
国
語
、

算
数
・
数
学
、
理
科
）
と
、
生
活
環
境
や

学
習
環
境
等
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
や
学
習
状
況
、
生
活
状
況
の
特
定
の

一
部
分
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
学
習
指
導
の
改
善
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

�

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

昨

生
徒
が
答
え
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
毎
日
同
じ
リ
ズ

ム
で
生
活
を
送
り
、
楽
し
く
学
校
に
通
え

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
学
習
に
関
す
る
質
問
で

は
、
毎
日
１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
小
・

中
学
生
は
半
数
以
下
で
あ
り
、
毎
日
の
学

習
時
間
が
30
分
未
満
の
児
童
生
徒
も
全
国

平
均
よ
り
も
多
く
、
家
庭
で
の
学
習
時
間

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強�

し
た
り
、
授
業
の
予
習
や
復
習
に
取
り
組�

ん
で
い
る
小
・
中
学
生
の
割
合
も
、
全
国
平�

均
と
比
べ
て
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
所

持
率
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、
そ
れ
ら

を
用
い
た
ゲ
ー
ム
や
通
話
・
メ
ー
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
式
の
ゲ
ー
ム
に
長

時
間
費
や
す
小
・
中
学
生
の
割
合
は
全
国

平
均
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
励
ま
し
、

サ
ポ
ー
ト
を�

●
家
庭
へ
の
お
願
い

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
向
上
に
は
、
ま

ず
、
学
校
の
授
業
を
し
っ
か
り
と
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
家
庭
学
習
や
生

活
習
慣
の
定
着
も
大
き
く
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
、
各
家
庭
に

お
い
て
話
し
合
い
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
励

ま
し
や
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る

　

子
ど
も
の
宿
題
や
家
庭
で
の
学
習
状
況

を
見
守
り
、
褒
め
て
励
ま
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
は
時
間
を
決
め
る

　

家
族
で
相
談
し
、
勉
強
す
る
時
間
、
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る

時
間
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
を

決
め
ま
し
ょ
う
。

⑶
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　

家
族
で
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
に
つ

い
て
話
し
た
り
、
家
族
で
読
書
す
る
時
間

を
設
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
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●
申
告
会
場
は

■
確
定
申
告

　

久
御
山
町
役
場
税
務
課
ま
た
は
、

　

宇
治
税
務
署
１
階

■
町
・
府
民
税
の
申
告

　

久
御
山
町
役
場
税
務
課

▼�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�

土
地
・
建
物
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
消

費
税
、
相
続
税
の
申
告
及
び
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
初
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

宇
治
税
務
署
１
階
の
相
談
会
場
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
久
御
山
町
税
務
課
で
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼�

駐
車
場
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
会
場
の
開
設
期
間
と
時
間

■
久
御
山
町
役
場
税
務
課　

　

町
・
府
民
税
の
申
告

　
　

2
月
1
日
㈪
～
3
月
15
日
㈫

　

確
定
申
告

　
　

2
月
16
日
㈫
～
3
月
15
日
㈫

　
　

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
～

11
時
30
分
、
午
後
1
時
～
4
時

■
宇
治
税
務
署
１
階

　
　

2
月
１
日
㈪
～
3
月
15
日
㈫

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

※�

2
月
15
日
㈪
以
前
は
、
還
付
申
告
の

受
付
に
限
り
ま
す
。

▼�

両
会
場
と
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き

ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
宇
治
税
務
署
で
は
、
2
月
21

日
㈰
と
2
月
28
日
㈰
に
限
り
、
確
定
申
告

の
相
談
及
び
確
定
申
告
書
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

▼�

両
会
場
と
も
混
雑
の
状
況
に
よ
り
終
了
予

定
時
刻
よ
り
早
め
に
申
告
相
談
の
受
付
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
準
備
は
お
早
め
に

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
納
税
者
自
ら
が
税
法
に
従
っ
て
、
前

年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年

所
得
税
の
確
定
申
告

町
・
府
民
税
の
申
告   

受
付
が
始
ま
り
ま
す

期
限
は
3
月
15
日
㈫
ま
で

　
間
も
な
く
、
平
成
27
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
町
・
府
民

税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
15
日
㈫
ま
で
で
す
が
、
期
限
が
近
づ
く

と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
会
場
を
利
用
さ
れ
る
人
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
／
町
税
務
課
ま
た
は　

宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４（
４
４
）４
１
４
１

宇治税務署

（税務署から約500m）
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間
の
所
得
と
税
額
を
申
告
し
、
納
税
す
る

「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違

っ
て
申
告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、「
加
算
税
」
や

「
延
滞
税
」
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
前
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控

除
に
誤
り
な
ど
が
な
い
か
、
ま
た
、
提
出
書

類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
、
申

告
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人   

　

次
の
よ
う
な
人
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①�

雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
事
業
所
得
（
農�

業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動
産
所
得

が
あ
る
人
で
、
平
成
27
年
中
の
所
得
の
合

計
金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

　

�

※ 

年
金
所
得
者
に
は
、「
年
金
所
得
者
に

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
」
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②�

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
（
※
久
御
山
町
役
場
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
）

③�

給
与
の
収
入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え
る

人
④�

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
お
り
、
各
種

の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を

除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑤�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所

得
、
退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人

な
ど
で
す
。

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

�　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
（
２
か
所
以

上
あ
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�　

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
確
定
申

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
確
定
申

告
が
必
要
な
い
人
に
つ
い
て
も
、
町
・
府
民

税
の
申
告
が
原
則
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
金
が
還
付
さ
れ
る
人　

   

　

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
2
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
さ
れ
る
た
め
、
確
定

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

な
場
合
で
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

申
告
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
と
復

興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合

②
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合

③�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
（
大
規

模
な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合

④�

平
成
27
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
場
合

⑤�

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、
次
の

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
）

医
療
費
控
除
の
計
算
方
法

A　

支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
生

命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
引

い
た
額

B　

10
万
円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の

合
計
の
5
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

A

－

B
＝
医
療
費
控
除
額
（
最
高
２
０

０
万
円
）

※�

医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関

別
・
受
診
者
別
に
整
理
し
「
添
付
書

類
台
紙
」
な
ど
に
添
付
し
、
確
定
申

告
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
の
原
本
な

ど
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

町
・
府
民
税
の 

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
平
成
27
年
中
に
所
得
が

な
か
っ
た
人
も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）。
た
だ
し
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人

や
給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
勤
務
先
を
通
し
て
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
町
・
府
民
税
の
課
税

証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
原
則
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所

得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
・
府
民
税
の

申
告
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
・
府
民
税
の
申
告
は
2
月
1
日
㈪
か
ら

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

確
定
申
告
書
、
ま
た
は
税
務
課
か
ら
送
付

し
た
町
・
府
民
税
申
告
書

②�

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
お
知
ら
せ
は

が
き
」
及
び
「
お
知
ら
せ
通
知
書
」
な
ど

③�

所
得
金
額
が
分
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
等
、
売
買
契
約
書
な
ど
）
※
収
支
内
訳

書
等
を
提
出
す
る
場
合
は
、
必
ず
記
入
済

み
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

④�

所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
・
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払

証
明
書
、
医
療
費
・
寄
附
金
の
領
収
書
な

ど
）

⑤�

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
を
し
た
場
合
は
、

確
定
申
告
書
の
控
え

⑥
印
鑑

⑦�

還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
先
口

座
番
号
等
の
分
か
る
も
の

　

※�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
10
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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・混雑状況等により早めに申告相談の
受付を終了させていただく場合があ
ります。

・会場では、土地・建物・株式等を売
却された所得及び贈与税・相続税の
相談は行っていませんので、これら
に関する相談は宇治税務署へお越
しください。

・土・日曜日、祝日は、開設していま
せん。

問合せ／宇治税務署

開設期間 申告会場
２月２日㈫、
３日㈬ 城陽市立福祉センター

２月４日㈭
～12日㈮

木津川市中央交流会館
いずみホール

２月５日㈮
～12日㈮

宇治市産業会館
多目的ホール

２月３日㈬、
４日㈭

京田辺市
コミュニティホール

２月16日㈫
～24日㈬ 八幡市文化センター

　時間はいずれも、午前９時30分～
正午、午後１時～午後４時です。

確
定
申
告
に
よ
る
税
金
の

納
期
限
は  

3
月
15
日
㈫  

で
す

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
納
期
限
は
3
月
15
日
㈫
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の
送
付
や

納
税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
現
金
で
納
付
の
場
合

　

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期
限（
3
月

15
日
㈫
）ま
で
に
、
金
融
機
関
ま
た
は
所
轄

の
税
務
署
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
替
納
税
を
利
用
の
場
合

　

振
替
日（
4
月
20
日
㈬
）に
、
指
定
の
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。

事
前
に
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
申
込
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
3
月
15

日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
は
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
場
合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。

　

転
居
等
に
よ
り
所
轄
の
税
務
署
が
変
わ
っ

た
場
合
や
、
す
で
に
振
替
納
税
で
指
定
し
て

い
る
金
融
機
関
や
口
座
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
新
た
に
振
替
納
税（
変
更
）の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
な
ど
一
部
金

融
機
関
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
な
ど
の

一
部
店
舗
で
は
、
振
替
納
税
が
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
可
否
を

取
引
先
の
金
融
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
電
子
納
税
を
利
用
の
場
合

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

自
宅
で
簡
単
に
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
簡
単

に
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
難
し
い
と
思
わ
れ
て

い
た
確
定
申
告
も
、
画
面
の
内
容
に
従
っ

て
金
額
や
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で

自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、
自
宅
で
確
定
申

告
書
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

ｅ
－

Ｔ
ａ
ｘ
で
デ
ー
タ
送
信
を
し
て
確
定

申
告
を
す
る
方
法
と
、
印
刷
し
た
書
面
で

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
し
た
確
定
申

告
書
を
税
務
署
に
郵
送
す
れ
ば
、
申
告
会

場
で
待
つ
こ
と
な
く
申
告
手
続
き
を
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
す
る
場
合

は
、「
郵
便
物
」
ま
た
は
「
信
書
便
物
」
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
青
色
申
告
決
算
書
（
収
支
内
訳

書
）
の
作
成
や
作
成
デ
ー
タ
の
保
存
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
ま
た
は 

公
的
年
金
所
得
者
向
け 

　
　
　

申
告
書
作
成
画
面
を
新
設

　

所
得
が
給
与
や
公
的
年
金
だ
け
の
人
向
け

の
申
告
書
作
成
画
面
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
人
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
☎
０
５
７
０（
０

１
）５
９
０
１
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
受
付
】�

月
～
金
曜
日
（
祝
日
及
び
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

税務署では、宇治税務署の会場以外
でも、下表の日程で確定申告会場を開
設します。お気軽にご利用ください。

ご利用ください 
確定申告

相談会場
自
宅
で
で
き
る  

確
定
申
告
書 

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
で
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を

◀
画
面
に
従
っ
て
確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
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確
定
申
告
用
納
付
済
確
認
書
を
送
付

　

前
年
中
に
納
付
書
や
口
座
振
替
の
普
通
徴

収
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険
税

と
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
「
確
定
申
告
用
納
付
済

確
認
書
」
に
記
載
し
て
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
の
際
の
所
得
控
除
の
資
料
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し(
特
別
徴
収)

で

納
め
て
い
た
だ
い
た
額
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

�

介
護
保
険
料
は
長
寿
健
康
課
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
国
保
医
療
課
へ

自
宅
で
口
座
振
替
の 

登
録
が
で
き
ま
す
！

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
、
町
税
や
町
の
公
共
料
金
の
口
座
振

替
登
録
が
簡
単
に
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

問
合
せ
／
国
民
健
康
保
険
税
は
税
務
課
、

す
か
。

　

町
で
は
、
ご
希
望
に
よ
り
ご
自
宅
等
を
訪

問
し
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
「
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
各
課
の
窓
口
で
は
随
時
受
付
を
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
受
付
並
び
に
訪
問
日

　

2
月
2
日
㈫
～
5
日
㈮

■
対
象
税
目
等

　

�　

町
府
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
上
下
水
道
料
金
、
保
育
所
保
育
料
、

幼
稚
園
保
育
料

■
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

�　

京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
京

都
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
申
込
方
法

　

�　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

時
に
、
訪
問
日
時
等
の
調
整
を
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・�

町
府
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税=

税
務
課

・�

国
民
健
康
保
険
税=

国
保
医
療
課
ま
た

は
税
務
課

・
介
護
保
険
料=

長
寿
健
康
課

・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料=

国
保
医
療

課
・
上
下
水
道
料
金=

上
下
水
道
課

・�

保
育
所
保
育
料
、
幼
稚
園
保
育
料=

学

校
教
育
課

豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税

森
林
の
整
備
・
保
全
を
進

め
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か

ら
府
民
税
の
納
税
義
務
者
一

人
年
額
６
０
０
円
の
ご
負
担

を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
京
都
府
農
林
水
産
部
林
務

課
☎
０
７
５（
４
１
４
）５
０
１
６
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

京
都
府
最
低
賃
金
８
０
７
円
に

　

京
都
府
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

が
平
成
27
年
10
月
7
日
か
ら
18
円
引
き
上
げ

て
８
０
７
円（
時
間
額
）に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
京
都
府
下
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
及
び
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
、
使
用
者
は
、
こ
の
金
額
よ
り
低
い

額
で
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む
）
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
最
低
賃
金
に
は
次
の
賃
金

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
精
・
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当

②
時
間
外
・
休
日
及
び
深
夜
手
当

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

④�

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金

　

問
合
せ
／
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
０
７
５（
２
４
１
）
３
２
１
５
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

２
月
21
日
㈰  

京
都
マ
ラ
ソ
ン 

京
都
市
内
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
」
が
、
2
月

21
日
㈰
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
西
京

極
総
合
運
動
公
園
ス
タ
ー
ト
、
平
安
神
宮
前

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）。大
会
当
日
は
、
大
規
模
な

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
緊
急
車
両
・
路
線

バ
ス
の
運
行
確
保
に
向
け
、
京
都
市
内
で
の

自
動
車
の
使
用
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

8
：
55 

車
い
す
競
技
ス
タ
ー
ト

9
：
00 

マ
ラ
ソ
ン
、
ペ
ア
駅
伝
ス
タ
ー
ト

15
：
00 

終
了

　

問
合
せ
／
京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

☎
０
７
５（
３
６
６
）０
３
１
４

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。※バーコードの印字がない納付書は使用できません。

ゴ ウ イ ン マ

ロ ッ ク シ イ

ウ ド ノ キ ナ

マ ク マ モ ン

ル タ コ ノ バ

テ ン ト ー

広報「くみやま」１月１日号の
クロスワードパズルの正解は「の
ってこタクシー」でした。
応募者数99人全員が正解でし

た。正解者の中から次の20人に
図書券をお送りします。たくさん
ご応募いただき、広報誌について
の感想やご意見ありがとうござい
ました。
籔内育子、中村れい子、岸繁

野、甲斐勝世、豊田沢美、小倉清
香、西坂桃子、西田久子、三和恵
子、松本美雪、河原忠、大垣久
雄、内田真子、清水ヒロ子、松本
三千代、中江豊江、吉村通代、山
田保子、薮内繁和、西村美咲

(順不同。敬称略)

クロスワードパズルの当選者

新春

① ② ③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬

⑭
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

学
校
体
育
施
設 

使
用
団
体
の
登
録

　

平
成
28
年
度
の
町
立
学
校
の

体
育
館
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使

用
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。
前
年
度
に
登
録
さ
れ
た
団

体
も
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。

　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10
人
以
上

で
構
成
さ
れ
、
同
施
設
を
継
続
的
に
使
用
す
る

団
体(

代
表
者
は
成
人
に
限
る
） 

申
請
・
問
合

せ
／
社
会
教
育
課

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で

は
、
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ

の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換
が

必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約
不
要
。

当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他

／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再
利

用
し
ま
す
の
で
、
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

問
合
せ
／
同
協
議
会

訂 

正

　

1
月
1
日
号
５
ペ
ー
ジ
「
2
0
1
6
新
春
イ�

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
村
山
慎
吾
さ
ん
の�

記
事
で
、「
君
に
贈
る
詩
」の
オ
ン
エ
ア
が「
平�

成
11
年
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
2
0
1�

2
年
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

天平の女帝 孝謙称徳
玉岡 かおる／著　新潮社

　聖武天皇と光明皇后の娘として
生まれ、時代の流れで二度も即位
した女帝。長年側で仕えた和気広
虫らの知る女帝の真の姿とは?!

光のない海
白石 一文／著　集英社

　建材会社社長の高梨は孤独だっ
た。若い頃に家族を失い、拾って
もらった前社長との深い縁。人生
の悲哀と光が織りなす物語。

のはらキッチンへぜひどうぞ
まはら 三桃／作　講談社

　さやかの家はレストラン。両親
は月に二度、病院で出張ランチも
営む。手伝いに行ったさやかはそ
こでクラスメイトと遭遇し…。

ぼくたちの相棒
ケイト・バンクス＆

ルパート・シェルドレイク／著
あすなろ書房

　引っ越し直後のレスターは新生
活に馴染めず悩んでいた。そんな
ある日、飼い犬を使った実験をす
る事になり…。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

２月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

気
持
ち
を
伝
え
る
。
気
持
ち
を
贈
る

　

今
月
は
「
伝
え
る
」、「
贈
る
」
を

テ
ー
マ
に
言
葉
や
手
紙
、
贈
り
物
に

関
す
る
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　

  

オ
ス
ス
メ
本

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の

喜
ば
れ
る
贈
り
物
の
マ
ナ
ー

�

岩
下
宣
子
／
著　

幻
冬
舎

　

冠
婚
葬
祭
、
暮
ら
し
の
中
の
贈
り

物
、
送
り
状
と
お
礼
状
…
。
贈
る
人

も
贈
ら
れ
る
人
も
幸
せ
に
な
る
、
贈

り
物
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
た
一
冊
。

「
お
め
で
と
う
」 「
あ
り
が
と
う
」
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

 

吉
田
ち
か
こ
／
著　

誠
文
堂
新
光
社

　

お
祝
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
、

飛
び
出
す
手
作
り
カ
ー
ド
の
作
品
を

紹
介
。
型
紙
と
詳
し
い
作
り
方
も
掲

載
。

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
こ
う
（
小
学
生
の

た
め
の
文
章
レ
ッ
ス
ン
）
（
児
童
書
）

 

灰
島
か
り
／
作　

玉
川
大
学
出
版
部

　

告
白
の
手
紙
、
友
だ
ち
に
な
り
た

い
あ
の
子
へ
の
手
紙
、
お
母
さ
ん
へ

の
感
謝
の
手
紙
…
。
み
ん
な
ラ
ブ
レ

タ
ー
。 

「
だ
い
す
き
」
な
気
持
ち
を

伝
え
よ
う
。

の
は
ら
で
ま
た
ね�

（
児
童
書
）

 

は
せ
が
わ
さ
と
み
／
作　

文
溪
堂

　

寒
い
冬
の
日
、
た
ぬ
き
が
家
に
帰

る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
緑
色
で
ふ
わ
ふ
わ
し
て

い
て
…
。
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士
資
格
を
有
す
る
人　

勤
務
時
間
等
／
月
～

金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
休
み
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
曜
日
・
時
間
等
応

相
談　

賃
金
／
時
給
１
，
０
０
０
円　

勤
務

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
の
各
保
育
所　

募
集
人
数
／
各
保
育
所
若
干
名　

申
込
・
問

合
せ
／
各
保
育
所
へ

■
学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
指
導
員

　

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）　

対
象
／
教
員
免
許
ま

た
は
保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
人　

勤
務
時

間
等
／
平
日
：
午
後
１
時
30
分
～
６
時
、
土

曜
日
：
午
前
８
時
～
午
後
５
時　

賃
金
／
時

給
１
，
０
０
０
円　

勤
務
場
所
／
御
牧
・
佐

山
・
東
角
の
各
仲
よ
し
学
級　

募
集
人
数
／

若
干
名　

申
込
・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
②
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）　

対
象
／
①

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
②
一
般
：
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
人
、
技
能
：
18
歳
以
上
で
国

家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格
に
よ
り

53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
の
人
）　

受
付
期
間

／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
平
成
28
年
１
月

８
日
～
４
月
８
日　

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治

地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
‐

５ 

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２
号
室
）
☎

０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

日
時
／
２
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
調

理
室　

内
容
／
「
久
味
の
会
」
と
の
ク
ッ
キ

ン
グ　

対
象
／
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者　

嘱
託
職
員
を
募
集

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

②
給
食
調
理
員　

応
募
資
格
／
①
保
育
士

資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
資
格
②
調

理
師
免
許 

※
い
ず
れ
も
１
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
人　

賃
金
／
①
月
額
１
５
７
，

３
０
０
円
②
１
５
１
，
８
０
０
円
。
①
②
と

も
期
末
手
当
年
間
３
・
35
月
分
、
通
勤
手
当

別
途
支
給　

試
験
／
２
月
14
日
㈰　

午
前
10

時
か
ら
。
作
文
と
面
接
試
験　

申
込
・
問
合

せ
／
２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
に
履
歴
書
と
申
込
書

を
学
校
教
育
課
へ
持
参
。
郵
送
不
可
。
申
込
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
同
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

臨
時
職
員
を
募
集

　

町
で
は
次
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
保
育
所
保
育
士

　

雇
用
期
間
／
随
時
～
３
月
31
日
（
継
続
の

可
能
性
あ
り
）　

資
格
／
18
歳
以
上
で
保
育

定
員
／
10
組　

参
加
費
／
１
組
２
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
手
拭
き　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬
に

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

　

京
都
府
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
新
入
学

児
童
と
知
事
と
の
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分　

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
南
区
新
町
通
九
条
下
ル
）　

対
象
／
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児

童
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
知
事
と
一
緒
に

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン

ト　

申
込
／
２
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き

に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」
と

書
い
て
、
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、

新
入
学
児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名

前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、
最
寄

り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
の
う
え
、
母
子
家

庭
の
人
は
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、

父
子
家
庭
の
人
は
京
都
府
民
生
児
童
委
員
協

議
会
（
い
ず
れ
も
〒
６
０
４
‐
０
８
７
４
京

都
市
中
京
区
清
水
町
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る

３
７
５　

府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）
へ　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
☎

０
７
７
４（
２
１
）２
１
０
２

�
ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

遊
び
や
学
習
、
ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し

て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。

　

日
程
／
下
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
、
夕
食
材
料

費
１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
開
催
日
の 

２
日
前
ま
で
に
町
母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）
会 

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４（
４
５
）０
２ 

８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）
へ
。

第
２
回
終
活
セ
ミ
ナ
ー

　

老
い
支
度
や
相
続
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階　

会

議
室
２
号
ほ
か　

※
１
月
15
日
号
で
場
所
が
「
ゆ
う

ホ
ー
ル
２
階
交
流
ホ
ー
ル
」
と
な
っ
て
い
た
の
は
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す　

講
師
／
は
あ
と
メ
ー

ル 

住
田
正
則
行
政
書
士　

問
合
せ
・
申
込

み
／
２
月
５
日
㈮
ま
で
に
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ要

約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
グ
ー
」
で
は
、
書

い
て
伝
え
る
要
約
筆
記
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
３
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム　

定
員
／
20
人　

費
用
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
17
日
㈬
ま
で
に
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ

区分 水曜開催 金曜開催

月日

2月3日、10日、
17日、24日
3月2日、9日、
16日、23日、
30日

2月5日、12日、
19日、26日
3月4日、11日、
18日、25日

時間 午後4時30分～ 8時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、 
夕食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホー
ル角の信号のある交差点を北へ約50㍍

インフォメーション
nformation

まちの
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午
後
７
時
（
水
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

献
血

　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間

を
経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
２
月
10
日
㈬　

午
前
10
時
～
12

時
、
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久

御
山
店
１
階
憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／
16
～

17
歳
は
200‌

ml
の
み
可
能
、
65
歳
以
上
は
、
60

～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限

ら
れ
ま
す　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た

は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７ 

５（
５
３
１
）０
１
１
１

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、
次
の
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
町
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
高
等
学
校
な
ど
に

通
う
お
子
さ
ん
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
他
の
京
都
府
奨
学
金
制
度
と
併
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
／
新
高
校
１
年
生
～
３
年
生
①
父

子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

と
同
居
し
て
い
る
世
帯
は
申
請
不
可
）
②
児

童
世
帯
③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障
害
者

手
帳
３
級
以
上
な
ど
を
持
つ
世
帯
）
④
長
期

お
し
ら
せ

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催  

場
所

／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／
季

節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓
子
な
ど　

主

催
・
問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉

室
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、
会
社
（
求
人
）
説
明
会
を

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
企
業
は
、
京
都
樹
脂
精
工

㈱
（
樹
脂
加
工
業
）、
コ
ス
モ
機
器
㈱
（
電

気
機
械
器
具
製
造
業
）、
フ
ジ
モ
ト
運
輸

㈱
（
一
般
貨
物
運
輸
業
）
で
す
。

　

日
時
／
２
月
17
日
㈬ 

午
後
２
時
～
４

時（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）　

場
所
／
ク
ロ

ス
ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合
せ
／
産
業
課

あ
な
た
の
就
職
活
動
を
応
援
！

　

就
職
に
関
す
る
キ
ャ
リ
ア
の
専
門
家
が
、

就
職
・
転
職
に
つ
い
て
の
疑
問
や
不
安
な

ど
、
個
別
の
相
談
に
じ
っ
く
り
と
応
じ
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
25
日
㈭
、
３
月
24
日
㈭ 

午
後

１
時
～
４
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま　

対
象
／
15
歳
～
39
歳
の
人
や
そ
の
保
護

者　

定
員
／
先
着
３
人
。
相
談
時
間
は
１
人 

50
分　

料
金
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
前 

日
ま
で
に
電
話
で
宇
治
（
京
都
南
）
若
者 

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
７
７
４（
２ 

８
）５
２
２
３
へ
。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～

療
養
者
世
帯
（
父
や
母
が
６
か
月
以
上
入
院

等
し
て
い
る
世
帯
）　

申
込
・
問
合
せ
／
２

月
29
日
㈪
ま
で
に
、
申
請
書
と
平
成
27
年
度

町
民
税
非
課
税
証
明
書
、
振
込
口
座
を
確
認

で
き
る
も
の
、
③
④
の
世
帯
は
そ
れ
を
証
明

す
る
書
類
、
生
徒
手
帳
の
写
し
、
印
鑑
を
持

参
し
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎

０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
５
ま
た
は
住
民
福

祉
課
へ児

童
手
当
の
給
付

　

10
月
分
か
ら
１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の

振
込
は
、
２
月
５
日
㈮
で
す
。
ご
指
定
の
金

融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

�

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
昨
年
８
月
中

旬
に
申
請
書
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
人
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
等
を
し
て
（
必
要
に
応
じ
て
本
人
確
認
書

類
や
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類
等
を

添
付
）、
２
月
17
日
㈬
ま
で
に
住
民
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
と
思
わ
れ
る
が
手
元
に
申
請

書
等
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
住
民
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

　

昨
年
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
受

理
し
た
後
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

新築移転新築移転
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を
し
た
人
は
、
近
々
自
宅
に
交
付
通
知
書
が

届
き
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

の
際
は
、
こ
の
交
付
通
知
書
と
通
知
カ
ー
ド

な
ど
の
必
要
な
物
を
持
っ
て
、
交
付
通
知
書

に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。
交
付
場
所
は
交
付
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
混
み
合
う
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
日
程
で
、
土
・
日
曜
日
も
交

付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

日
時
／
２
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
、
27
日

㈯
、
28
日
㈰
、
３
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
、
26
日

㈯
、
27
日
㈰　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

午
後
３
時　

場
所
／
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　

※
通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
も
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は

次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

▽
本
人
確
認
書
類
…
①
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
入
り
の
身
分
証
明
（
１
点
）、
②
官
公

署
発
行
の
顔
写
真
な
し
の
身
分
証
明
（
２

点
）。 

い
ず
れ
も
な
い
場
合
は
住
民
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

▽
代
理
の
場
合
は
…
本
人
の
本
人
確
認
書

類
と
代
理
人
の
身
分
証
明
（
前
述
の
本
人
確

認
書
類
①
ま
た
は
②
）、
代
理
権
の
分
か
る

書
類
（
法
定
代
理
人
の
場
合
は
そ
れ
を
証
明

す
る
も
の
、
任
意
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

な
ど
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
合
せ�

／
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５ 

７
０（
２
０
）０
１
７
８
、 

　

０
１
２
０（
９
５
）０
１
７ 

８
ま
た
は
住
民
福
祉
課

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
２
月
９
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

日
時
／
２
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
２
月
２
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
２
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
２
月
２
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談

　

日
時
／
２
月
９
日
㈫
、
23
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

相
談

電
話
相
談
と
も
前
日
ま

で
に
総
務
課
へ
。
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
当

日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
２
月
10
日
㈬
、
25
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、　

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩

み
に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
５
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】 

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

　

日
時
／
２
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

会員募集 !! 商工会では、秘密厳守、原則無料で、事業者の皆様からの
経営に関する様々なご相談にお応えします。

久御山町商工会
〒 613-0036　久御山町田井浜代 5 番地 1
電話 075-631-6518　FAX075-631-6750
ホームページ http://kumiyama.kyoto-fsci.or.jp

会費：個人事業者　月額    800 円
　　　法人事業者　月額 1,200 円～
商工会は、地域の商工業の振興と社会一般の福祉の増進に寄与するため、
商工業者によって組織された地域総合経済団体で、「商工会法」に基づき
京都府知事の認可を受けて設立された特別認可法人です。 しょこぱん
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【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
２
月
25
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

司
法
書
士
が
個
別
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

日
時
／
２
月
６
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

※
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん　

場
所
／
ク
ロ

ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

問
合
せ
／
京
都
司
法
書

士
会
☎
０
７
５（
２
４
１
）２
６
６
６

２
月
19
日
㈮ 

無
料
法
律
相
談

　

京
都
弁
護
士
会
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
か
ら　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

定
員
／
先
着

６
人
（
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の

人
。
１
人
30
分
以
内
）　

申
込
・
問
合
せ
／

総
務
課
へ

申
込
は
２
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら　

【
休�

館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
２
月
７
日
㈰
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

�

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
２
月
６
日
㈯  

午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２

年
生
以
上
。
大
人
の
参
加
可　

内
容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行

開
催　

定
員
／
20
人

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
２
月
７
日
㈰ 

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
た
だ
し
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
身
近
な
科
学

実
験　

定
員
／
10
組

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
２
月
10
日
㈬ 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。
当
日

直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け
必
要

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
２
月
11
日
㈭
①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
14
日
㈰
③
午
前
９
時

～
正
午
④
午
後
２
時
～
５
時
。
※
①
～
④
の

い
ず
れ
か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学

生　

内
容
／
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
８
人　

費
用
／
５
０
０
円

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
２
月
12
日
㈮
、
26
日
㈮ 

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
と
内
容
／
２
月
12
日

㈮ 

午
後
７
時
～
８
時=

月

と
冬
の
星
座
を
観
察
、
27
日

㈯ 

午
後
７
時
30
分
～
８
時

30
分=

冬
の
星
座
を
観
察
。
受
付
は
当
日
終

了
時
間
の
30
分
前
ま
で
。
雨
天
・
曇
天
の
場

合
は
中
止　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る

人
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
２
月
17
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
～

３
時
40
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
マ
ク
リ

ン
ト
ッ
ク
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
２
月
18
日
㈭ 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申
込
不

要
。
当
日
直
接
会
場
へ

文
化
施
設
見
学
会

　

日
時
／
３
月
６
日
㈰ 

午
前
８
時
50
分
～

午
後
６
時　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

内
容
／
姫
路
城
に
行

き
ま
す　

定
員
／
30
人　

費
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用
／
２
，
０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
２
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費

用
／
１
，
５
０
０
円

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
２
月
28
日
㈰  
午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年

生　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費
用
／

８
０
０
円

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
２
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
・
中
学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

申
込
は
２
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

【
休�

館
日
】 毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
２
月
５
日
㈮
、
25
日
㈭ 

午
後
７

時
～
７
時
40
分
、
２
月
７
日
㈰
、
14
日
㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一

総
合
体
育
館
の
催
し

日
選
択　

対
象
／
12
歳
以

上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先
着
15
人 

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
み
で

相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要
） 

そ
の
他
／
顔
写

真
（
2.5‌

cm
×
２

‌‌

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
２
月
13
日
㈯
、
②
27
日
㈯　

午

前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
①
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
小
学
生
用
、
一
般
）、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪

投
げ
な
ど　

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
小
学

生
用
、
一
般
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
。
申
込
不
要
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

申
込
は
２
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中
止

ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休�

館
日
】
毎
週
水
曜
日

漬
物(

キ
ム
チ)

教
室

　

日
時
／
２
月
12
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

中
央
公
民
館
の
催
し

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
野
菜
で
キ
ム

チ
漬
け
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す　

講
師
／
内
田

公
昭
さ
ん　

定
員
／
先
着
15

人　

費
用
／
７
０
０
円　

持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
フ
キ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

日
時
／
２
月
22
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
パ
ン
作
り
に
挑

戦　

講
師
／
パ
ン
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん　

定

員
／
先
着
12
人　

費
用
／

５
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
２

枚
、
筆
記
用
具

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

日
時
／
２
月
29
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
使
わ
な
く
な
っ
た
ネ

ク
タ
イ
で
メ
ガ
ネ
入
れ
を
作
り
ま
す　

講
師

／
長
谷
川
寿
美
さ
ん　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用
／
３
０
０
円　

持
ち
物
／
ネ
ク
タ
イ
、

メ
ガ
ネ
（
必
要
な
人
）

【
休�
館
日
】
毎
週
日
曜
日(

第
2
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
「
節
分
の
つ
ど
い
」

　

鬼
の
面
を
作
っ
て
、
豆
ま
き
を
し
ま
し
ょ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

う
。

　

日
時
／
２
月
２
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

主
催
／
民
生
児
童
委
員

協
議
会

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
２
月
５
日
㈮
、
19
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
２
月
12
日
㈮
、
26
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊

び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
２
月
14
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー

ム
使
用
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

日
時
／
２
月
16
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

申
込
／
２
月
９
日
㈫
ま
で

２
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

　

２
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
の
誕
生
会
を
し

ま
す
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
25
日
㈭
ま
で
に
来
館
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
２
月
27
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
か

ら
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保健予防のコーナー

1歳8か月児健診（1月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

■�

か
か
り
つ
け
医

を
持
ち
ま
し

ょ
う

　
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
つ
と
、

先
生
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の
お
子
さ
ん
の

状
態
を
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
調
子

の
変
化
な
ど
に
も
気
づ
い
て
も
ら
い
や
す

く
な
る
で
し
ょ
う
。

■
診
察
で
お
医
者
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と

　
「
ど
ん
な
症
状
な
の
か
」、「
い
つ
か
ら
そ

の
症
状
が
あ
る
の
か
」、「
同
じ
よ
う
な
症

状
を
別
の
家
族
も
訴
え
て
い
な
い
か
」、

「
過
去
に
大
き
な
け
が
や
病
気
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
」、「
食
べ
物
や
薬
に
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
か
」
な
ど
を
メ
モ
し
て
お

き
、
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
必

ず
、
お
子
さ
ん
の
そ
れ
ま
で
の
様
子
を
説

明
で
き
る
人
が
連
れ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
の
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

受
診
の
時
に
は
、
母
子
健
康
手
帳
・
健

康
保
険
証
・
診
察
券
の
ほ
か
、
症
状
や
体

温
を
記
録
し
た
メ
モ
な
ど
を
持
参
し
ま
し

ょ
う
。
お
子
さ
ん
の
着
替
え
や
タ
オ
ル
、

診
察
の
順
番
を
待
っ
て
い
る
間
に
読
め
る

お
気
に
入
り
の
絵
本
な
ど
が
あ
る
と
便
利

で
す
。

■
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
と
き
は
…

　
「
子
ど
も
の
け
い
れ
ん
が
止
ま
ら
な

い
」、「
呼
吸
の
状
態
が
悪
い
」、「
意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
」、「
出
血
が
止
ま
ら
な

い
」、「
激
し
い
痛
み
を
訴
え
て
い
る
」
な

ど
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
氏
名
と
住
所

を
伝
え
、
場
所
の
目
印
に
な
る
も
の
が
あ

れ
ば
そ
れ
も
伝
え
ま
し
ょ
う
。
救
急
車
が

到
着
し
た
ら
救
急
救
命
士
な
ど
の
指
示
に

従
い
、
持
病
が
あ
る
場
合
は
病
名
と
か
か

り
つ
け
医
を
、
お
薬
を
飲
ん
で
い
れ
ば
そ

の
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
火
元
の
始
末
や
戸

締
ま
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

判
断
に
迷
う
と
き
に
は
、
小
児
救
急
相

談
『
＃
8
0
0
0
』
に
電
話
を
か
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

迷
っ
た
時
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。
相

談
時
間
は
、
平
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
、

午
後
7
時
～

翌
朝
8
時
、

土
曜
日（
祝

日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

は
、
午
後
3

時
～
翌
朝
8

時
で
す
。

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
額
、
免
除
及
び
徴
収
猶
予

　

町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
別
な
事

情
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
り
、
医
療

費
の
自
己
負
担（
一
部
負
担
金
）
の
支
払
い
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
情
に
応
じ

て
一
部
負
担
金
の
減
額
、
免
除
及
び
徴
収
猶
予

の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

上手なお医者さんのかかり方

急
子どもの

救
アドバイス

No.9

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
� 問合せ／長寿健康課

2月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

乳幼児相談 ３日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

離乳食教室 ４日㈭ 午前10時～
10時15分

3～10か月児
の保護者（要
予約）

離乳食の指導、作り方の実習と試
食（初期・中期・後期）

パパ＆ママ教室
（第1回） 10日㈬ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会

10か月児健診 15日㈪ 午後1時20分
～1時50分

平成27年3月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

2歳6か月児
歯科健診 17日㈬

午後1時5分
～1時15分
午後2時～
2時10分

平成25年7・8
月生まれ

歯科医師による健康診査、予防
指導、身体的・精神的な発達指導

パパ＆ママ教室
（第2回） 17日㈬ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 歯科健診、栄養の話、交流会

成人歯科健診 17日㈬ 午後1時～
1時30分

40歳以上の人
・妊婦

歯科医師による健康診査、歯科
衛生士による歯みがき指導

1歳8か月児健診 19日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年5月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 23日㈫ 午後1時20分
～２時

平成27年10月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

3歳児健診 26日㈮ 午後1時20分
～2時

平成24年7月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導
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い
き
い
き
健
康
教
室  

栄
養
編 

「
骨
筋
力
UP
で
若
返
る
」

　

骨
量
や
筋
力
を
上

げ
て
、
元
気
で
若
々

し
く
毎
日
を
過
ご
す

た
め
の
食
事
法
を
、

楽
し
く
料
理
を
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。
毎
日
の
生

活
や
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
2
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
ル
ー
ム
、
調
理

実
習
室　

対
象
／
40
歳
以
上
の
人　

内
容
／
調
理

実
習（
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
改
善
で
き
る
食
生

活
）、
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
や
、
ロ
コ
モ
予
防
の
話
。
希
望
に
よ
り
体

脂
肪
等
を
測
定
。
※
裸
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、

靴
下
な
ど
着
脱
し
や
す
い
服
装
を　

献
立
／
鶏
肉

の
治
部
煮
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
レ
ン
コ
ン
の
み
ぞ

れ
か
け
、
は
り
は
り
サ
ラ
ダ
、
さ
つ
ま
芋
の
豆
乳

ス
ー
プ
な
ど　

※
一
部
変
更
の
場
合
あ
り　

持
ち

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
な
ど　

費
用
／
無
料　

定
員
／
先
着
20
人　

申
込
・
問
合
せ
／
2
月
2
日
㈫
～
19
日
㈮
に
長
寿

健
康
課
へ
。
電
話
可

「
く
み
や
ま
食
暦
」

料
理
教
室

　

久
御
山
産
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
創
作
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

地
元
の
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
ヘ

ル
シ
ー
な
食
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

！
　

日
時
／
2
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
～

午
後
1
時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室　

対
象
／
住
民　

献
立
／
鶏

肉
の
か
わ
り
空
揚
げ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
薄
焼
き
卵
巻
き
、
ね
ぎ
の
ヌ
タ
、
酒

か
す
ス
ー
プ　

※
一
部
変
更
の
場
合
あ

り  
講
師
／
食
育
推
進（
食
暦
）協
議
会

会
員　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
な
ど　

費
用
／
無
料　

定
員
／
先
着
20
人　

申

込
・
問
合
せ
／
2
月
2
日
㈫
～
19
日
㈮

に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の

事
前
登
録
を
始
め
ま
す

　

認
知
症
状
が
あ
り
、
外
出
し
た
際
に
自
分
が
ど
こ

に
い
る
か
分
か
ら
な
く
て
、
家
に
戻
れ
な
く
な
る
高

齢
者
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、「
認
知

症
高
齢
者
等
の
事
前
登
録
」
制
度
を
始
め
ま
す
。

　

事
前
登
録
す
る
こ
と
で
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時

に
、
特
徴
な
ど
の
情
報
を
地
域
の
人
や
協
力
事
業
所

に
発
信
し
て
、
早
期
発
見
・
保

護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

長
寿
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ

も
り
が
ち
で
、
心
の
健
康

に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月

開
い
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
2
月
5
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

2
時=

料
理
作
り
、
2
月
19
日
㈮　

正
午
～
午
後
3

時=

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場
所
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課　

難
病（
膠
原
病
）
医
療
相
談

　

膠こ
う
げ
ん原

病
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
家
族
か
ら
の
相

談
を
専
門
医
が
お
受
け
し
、
指
導
・
助
言
し
ま
す
。

無
料
で
す
。

　

日
時
／
2
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
～
3
時
30
分　

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室（
京
田
辺

市
田
辺
明
田
１
） 

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病

院
リ
ウ
マ
チ
内
科
部
長 

福
田
亙
先
生　

定
員
／
先

着
6
人　

申
込
／
2
月
8
日
㈪
か
ら
電
話
で
同
保
健

所
分
室
へ
☎
0
7
7
4（
6
3
）5
7
3
4

　

※
膠
原
病
と
は
…
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、
関

節
、
筋
肉
、
血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気
で

す
。全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋
炎
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時
／
3
月
13
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館　

種
目
／
▽
ト
リ

ム
の
部
①
＝
男
女
各
2
人
▽
ト
リ
ム
の

部
②
＝
男
女
各
2
人
40
歳
以
上
で
合
計

年
齢
1
8
0
歳
以
上
▽
女
性
の
部
①
＝
女

性
4
人
▽
女
性
の
部
②
＝
女
性
4
人
40
歳

以
上
で
合
計
年
齢
1
8
0
歳
以
上
。
１
チ

ー
ム
の
登
録
は
５
人
以
上　

募
集
／
30
チ

ー
ム
。
超
え
た
場
合
は
抽
選　

参
加
費

／
１
チ
ー
ム
2
，0
0
0
円　

登
録
チ
ー

ム
は
1
，0
0
0
円　

申
込
／
2
月
12
日

㈮
ま
で
に
、
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟 

岸
均
さ
ん
☎
FAX
0
7
5（
6
3
2
）

5
5
7
5　

※
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午

後
6
時
以
降

 
歩
こ
う
会  

青
谷
ウ
ォ
ー
ク

　

梅
の
花
を
見
て
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　

日
時
／
3
月
12
日
㈯
、
J
R
新
田
駅
午

前
9
時
集
合　

雨
天
3
月
13
日
㈰　

行
先

／
青
谷
梅
林
・
城
陽

酒
造
（
約
6
㎞
）
費

用
／
交
通
費
3
8
0

円　

持
ち
物
／
弁

当
、
飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
敷
物
、
ゴ

ミ
袋
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
歩
こ
う

会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎
0
7
7
4（
4
3
）

6
0
3
2

スポーツ
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平成27年9月15日から10月14日までの受付分（敬称略）

１月10日、東一口の大池神社東側
の田んぼで、正月の火祭り行事「とん
ど」が行われました。
東一口のとんどは、京都府の無形民

俗文化財に登録されており、一昨年か
ら伝統行事継承のため、住民や子ども
たちの参加を考えて小正月直前の土
曜日にとんどの組み立てなどの準備
をして、日曜日に実施されています。
空が白み始めた午前7時頃、火をつ

けるとすぐに炎が勢いよく燃え上が
り、最後に今年の恵方である南南東へ
倒し、一年の無病息災と五穀豊穣を願
いました。

１月15日の午前０時から、佐山の
雙栗神社で農作物の豊凶を占う粥

かゆうら

占
神事が行われました。
神事は、奥村宮司の祝詞で始まり、

８種類の農作物の札を付けた竹筒、米
１升と小豆５合が入った大釜を約50
分炊いた後、竹筒の中の粥の詰まり具
合で農作物の豊凶が占われました。
結果は、早

わ せ

稲９分、中
なか て

稲０分、晩
おく て

稲
３分、綿２分、大豆10分、イモ10分、
キビ０分、梨８分となり、「雨が降る
ときは降る、日が照るときは照る、と
両極端。概して天候不順になる」と
判定されました。

無病息災を願う火祭り行事 概して天候不順？

左義長に願いを込め

東一口のとんど 雙栗神社で粥占神事

御牧小学校
₁月14日、御牧小学校で「左義
長」（とんど）が行われました。
前日に「おやじの会」や同校ＰＴ

Ａによって準備された左義長は、昨
年秋に行った2年生と5年生の稲刈
りでできたわらを使用して作られ、
例年より少し高い約15ｍの堂々とし
たものになりました。
「みんなと仲良くする」、「楽しく明
るいクラスに」などと、学級目標を
発表した後、左義長に目標と書き初
めを取り付けてから点火。晴天の
下、みんなの願いを込めた炎が激し
く燃え上がりました。▲勢いよく燃え上がるとんどに無病息災を願う ▲竹筒の中身に全員が注目する粥占神事

▲�左義長の前で学級目標を発表

平成27年12月15日から平成28年1月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

東
一
口	

川
﨑
　
継
太
・
川
﨑
　
涼
美

佐
　
山	

久
保
　
広
季
・
久
保
　
未
幸 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お ご

結
婚

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

大
橋
辺	

青
井
　
蓮れ
ん
と人	

光
志
・
紗
也
香

藤
和
田	

柏
﨑
　
美み

お緒	

学
・
祐
子

佐
　
山	

奥
野
　
結ゆ
い
な菜	

和
行
・
香
代

　
〃
　	

辻
　
　
凛り
ん
か香	

真
平
・
佐
恵

　
〃
　	

森
脇
　
円ま

な那	

浩
之
・
直
子

佐
　
古	

長
澤
　
吹ふ

く空	

邦
宏
・
知
佳

　
〃
　	

森
　
　
光み
つ
き希	

拓
朗
・
綾
子
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

食生活改善推進員協議会「久味の会」主催のおやこの食育
教室が、12月25日、保健センター調理実習室で開かれ、
10組22人の親子が参加しました。
「選ぶ力」や「味の分かる力」など子どもの食育を養うため
に開催しているもので、クリスマス料理と題したこの日の
献立は、トマトライス、サーモンのごまみそ焼き、ヨーグル
トサラダなど５種類。家で料理をする機会が少ない子ども
たちもお母さんと協力して、野菜を刻んだり、お皿に盛りつ
けたり、真剣な表情で料理に挑戦していました。

新年早々の１月９日、親子75人が参加して「佐山まなび
塾」が行われました。
この日は、子どもたちに日本の伝統文化の体験をと、昔な
がらの杵

きね

と臼で餠つきを行いました。つきたてのお餠は早
速きな粉餠で試食。子どもたちは、口いっぱい頬張って「柔
らかくて、おいしい」と笑顔を見せていました。
また、地元の里芋をたっぷり使った温かい芋煮とぜんざ
いも振る舞われ、友達や家族と話を弾ませ、心もおなかもホ
ッコリとしていました。

１月12日、東角幼稚園をシニアクラブの松栄会（栄３･４
丁目）と青空会（東佐山団地）の11人が訪問し、園児たちと
昔ながらの正月遊びで交流しました。
自己紹介の後、福笑い、こま回しなどの正月にちなんだ遊
びや、めんこ、トランプ、お手玉などをホールや各教室に分
かれて楽しみました。こま回しでは、こまが上手に回ると園
児から歓声が起きるなど、シニアクラブの皆さんと楽しい
ひと時を過ごしました。最後に、園児たちみんなで元気に
歌を歌って感謝の気持ちを伝えました。

お母さんと協力、料理に挑戦

お餠と芋煮でホッコリ

◀︎�

真
剣
に
料
理
に
取
り
組
む
参
加
者

おやこの食育教室

佐山まなび塾

川
島
　
和か
ず
き樹

ち
ゃ
ん

谷
口
　
琥く
れ
あ玲

・
聖せ
い
あ玲

・
煌お
う
あ玲

ち
ゃ
ん

段
　
宥ゆ
う

佑す
け

ち
ゃ
ん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
!
ス
テ
キ
な
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
♡

三
兄
弟
大
き
い
病
気
せ
ず
、元
気
に
仲
良
く

大
き
く
な
ぁ
れ
♡

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
元
気
で
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

（
2
歳
6
か
月
）

（
２
歳
）

（
4
歳
・
2
歳
2
か
月
・
6
か
月
）

昔ながらの正月遊びで交流

▲シニアクラブの方からコマ回しを教わる園児たち

▲力いっぱい杵をふるって餠つきを体験

東角幼稚園
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

２月４日㈭
２月26日㈮

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

２月５日㈮
２月29日㈪

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道1号以西）、森村東（国道1号以
西）、西ー口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
27
年
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

状
況
調
査
の
結
果

を
見
る
と
、
全
国

的
に
、
ま
だ
少
数

の
ご
家
庭
で
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
火
災
の
発
生
を
感
知

し
、
警
報
が
鳴
っ
て
、
い
ち
早
く
火

災
を
発
見
し
、
初
期
消
火
や
避
難
、

1
1
9
番
通
報
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ

と
が
で
き
て
、
被
害
を
最
小
限
度
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

台
所
や
階
段
上
、
各
寝
室
な
ど
必
要
と

さ
れ
る
部
分
に
早
急
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

　

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で

は
、
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
寿
命
は
、
お
お
む
ね
10
年
と
さ
れ
て

お
り
、
10
年
以
上
経
過
し
た
場
合
は
、

内
部
の
電
子
機
器
の
劣
化
が
進
ん
で
い

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
本
体
ご
と
の
交

換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

町
で
は
、
安
全
で
安
心
な
水
を
安

定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
国
の

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
安
全
」、「
持
続
」、「
強
靱
」
の
政

策
目
標
を
基
に
、「
久
御
山
町
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
そ
の
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

募
集
期
間
／
2
月
4
日
㈭
～
17
日

㈬
＝
必
着
＝　

参
照
方
法
／
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、
役

場
、
中
央
公
民
館
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、

総
合
体
育
館
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
で
閲
覧
で
き
ま
す（
休
館
日
等
を

除
く
）　

意
見
の
提
出
方
法
／
持
参

か
郵
送
、
F
A
X
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
内
容

を
記
入
の
上
、
上
下
水
道
課
へ　

問

合
せ
／
上
下
水
道
課

　

高
槻
市
の
淀
川
河
川
敷
に
広
が
る
ヨ

シ
の
群
生
地
は
多
様
な
生
物
の
生
息
地

に
な
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
で
採
れ
る

ヨ
シ
は
雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
篳ひ

ち
り
き篥

の
吹

き
口
と
し
て
大
変
重
宝
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ヨ
シ
原
焼
き
は
こ
の
貴
重
な
自
然
地

の
保
全
や
、
害
草
・
害
虫
の
駆
除
、
不

慮
の
火
災
防
止
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

る
伝
統
的
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
ヨ
シ
原
焼
き
が
2
月
14

日
㈰
午
前
9
時
か
ら
正
午
頃
ま
で
、
地

元
の
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
保
存
会
、
上
牧
実

行
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す（
雨
天
・

強
風
時
は
2
月
21
日
同
時
刻
に
延
期
）。

炎
や
灰
が
舞
い
上
が
ら
な
い
よ
う
、
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、

風
向
き
に
よ
っ
て
は
、
淀
川
沿
線
を
中

心
に
相
当
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
灰
が

舞
い
落
ち
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
特
に
洗
濯
物
な

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
／
高
槻
市

産
業
環
境
部
環
境
緑
政
課
☎
0
7
2

（
6
7
4
）7
4
8
3

例
外
的
な
場
合
を
除
き

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
で
も
の
を
燃
や
す
い
わ
ゆ
る

「
野
焼
き
」
は
、
伝
統
的
な
行
事
や
農

業
な
ど
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
を
除
い
て
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
収
集
日

に
所
定
の
場
所
に
出
す
な
ど
し
て
、
適

正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
で
あ
っ
て
も
、
近
隣
住
民
に

迷
惑
が
か
か
る
な
ど
、
生
活
環
境
へ
の

影
響
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

町
で
は
、

（
仮
称
）さ

や
ま
こ
ど
も

園
の
整
備
に

伴
い
、
都
市

計
画
公
園
で

あ
る
佐
古
の

内
屋
敷
公
園

の
変
更
（
現

在
の
内
屋
敷
公
園
を
廃
止
し
て
、
佐
山
保

育
所
地
に
移
転
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
の
案
を
次
の
と
お
り
公
告

・
縦
覧
し
ま
す
。

　

こ
の
公
告
・
縦
覧
を
経
て
3
月
頃
に
都

市
計
画
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

公
告
日
／
2
月
1
日
㈪　

縦
覧
及
び
意

見
書
提
出
期
間
／
2
月
1
日
㈪
～
15
日
㈪  

※
閉
庁
日
を
除
く　

縦
覧
場
所
／
都
市
整

備
課　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

�現在の佐古内屋敷公園。
左後方は佐山幼稚園

高
槻
市
の
淀
川
河
川
敷
で

ヨ
シ
原
焼
き
2
月
14
日
㈰

宇
治
都
市
計
画
（
内
屋
敷

公
園
の
変
更
）
案
を
縦
覧

町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
素
案
の
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２月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

1月1日現在  久御山町の人口  16,351人（男8,109人、女8,242人）　世帯数6,860

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

10日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
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ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  3日（第1水曜日）
17日（第3水曜日）
缶・ビン

10日（第2水曜日）
24日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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ヘルシークッキング

エネルギー　32キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　0.4 グラム

　小松菜やにんじんなどの緑黄色野菜は、粘膜
を強くするビタミンＡや、体の酸化を予防する
ビタミンＣをたっぷり含んでいます。
　また、和え衣にみそを使うことで塩分が少な
くてもコクのある一品となります。長寿健康課

vol.205 小松菜のごまみそ和え
●材料（4人分）

小松菜
にんじん
黒ごま

1束
40g

大さじ１

みそ
砂糖
酒

大さじ1
小さじ1
大さじ1

A

作り方

①

②

小松菜はゆでて水にさら
し、3 ～ 4㎝の長さに
切っておく。にんじんも
同じくらいの長さの短冊
切りにし、ゆでておく。
すり鉢に黒ごまを入れ、

すりこぎでよくすりつぶ
す。Ａの調味料を加えて、
さらによくすり混ぜる。
「②」にしっかり水気を
絞った「①」の野菜を加
え、器に盛りつける。

③
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110番消費生活消費生活 vol.207

　全国の消費生活センターに寄せ
られた掃除サービスに関する相談
件数は、平成25年度以降は1,000件
近くとなっています。こうした掃
除サービスには、エアコンや換気扇
のクリーニングといった掃除など
に関するトラブルについての相談
が多く寄せられています。
　一般的に、掃除サービスは、社会
の高齢化が進んでいることや、単
身世帯の増加、また、女性の社会進
出が進むことにより、その市場規模
は、今後ますます拡大していくこと
が予想されます。
　その一方で、こうした掃除サービ
スに関するトラブル等の相談件数
は増加傾向にあり、その契約当事者
は女性が77%を占め、年代別では
30代から80代まで幅広く苦情が発
生しています。
【相談事例】
①掃除サービス事業者に見積りを 
　取り、後日作業に来てもらった。
　２人で１時間半の作業時間のは
　ずが、１人で１時間の作業で、見

　積りどおりの金額を請求された。
②作業をしないで帰ったのに、キャン
　セル料として費用全額を請求され
　た。
③エアコン清浄事業者に浴室の汚れ
　防止工事を勧められて契約し、即日
　工事をしたが、高額で不審。
【問題点】
①掃除サービスの料金体系は各社 
　様々。見積りと異なるサービスで
　の請求も。
②キャンセル料がどのような場合、い 
　つから、いくら発生するのか不透 
　明。
③掃除サービス実施後の故障、破損や
　サービスの不満も。
④安価なサービスを持ち掛け、その後、
　高額なサービスを勧誘する事業所。
☞アドバイス
①複数者から見積りを取り、納得した
　上でサービスを依頼しましょう。
②破損や紛失等があった場合の補償
　等について、事前に十分確認してお
　きましょう。
③自宅で掃除サービスの契約をした

　場合、原則としてクーリング・オ
　フができます。
　「自分では隅々まで綺麗にでき
ないから」、「自分の時間を作れるか
ら」など掃除サービスを利用する
理由は様々ですが、せっかくお金を
払って掃除してもらったのに、トラ
ブルのせいで後味が悪いなんてこ
とはしたくありません。焦って依
頼せず、これで本当に大丈夫なの
かと、一度、冷静に考えた上で利用
しましょう。

★
　万が一、トラブルに巻き込まれた
ら、一人で悩まず京都府消費生活安
全センター☎075（671）0004、京
都府山城広
域振興局商
工労働観光
室 ☎0774

（21）2103
または役場
産業課へご
相談くださ
い。

掃除サービスでのトラブル
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